




























一歳の誕生日を迎えてすぐに死んでしまい、三人の娘はこの時点で一人になってしまう。三月十三日 長男が生まれたときの喜びがどれほどのも だったか 想像 あまりある。三月十二日 夜中 十一時に陣痛が始まり、翌日の午
前二時に無事、待望の男の子が誕生したのである。そしてその日のうちに洗礼を受ける。それは、ちょうどこのとき、風雲急を告げる事態の最中だったからだ。
オーストリア継承戦争は、本来、ハプスブルク家の家領
をめぐって、マリア＝テレジアよりかなり年上の従姉 ちがそれぞの取り分を要求して起こるはず も なのだが、それとはまったく関係のないプロイセン王フリードリヒ二世が、突如シレジアに侵攻してきたことから始まる。まだ何の準備もできていなかったハプスブルク家の隙を突いたプロイセン軍は、一七四一年一月三日、シレジア 首都ブレスラウに無血入城する。
父の死、娘の死、そして長男の誕生と、目まぐるしく運















ajestate  vostra! （ 「わが君のため
にわが生命と血を！」 ）と叫んだと伝えられている。ハンガリーの公用語は、ドイツ語でもハンガリー語でもなく、ラテン語だったのである。
こうして、マリア＝テレジアはハンガリー 助力を得




ゆる面倒を見るアーヤという女性に委ねられる。これは、ヨーゼフの姉たちのアーヤのマクシミリアーナ・フォン・ベルルプト伯爵夫人であった。ただ、 「子どもたちの躾によくない」という理由で、一七四四年に解雇され、マリア＝カタリーナ・フォン・ザウラウ未亡人に代わった。 「躾によくない」というのはどういうことなのだろうか。ザウラウ夫人が、神への愛 畏れをもった敬虔 キ スト教徒だったということだから、伯爵夫人の方は、それが足りなかったのかもしれ 。
その翌年、ヨーゼフの父親が無事に神聖ローマ皇帝フラ
ンツ一世として戴冠し、あ は長男ヨーゼフの成長を待つのみ、ということになった。ハプスブ ク帝国はこ あと
も、戦いの日々に明け暮れることになるが、とりあえずは、まだ幼い長男をハプスブルク帝国の跡取り してふさわしい人物に育てることが必要だ。マリア＝テレジアの場合とは違って 間違いなくこの長男がハプスブルク家の家領をすべて相続し さらには、 家が編み出した神聖ローマ皇帝の事実上 世襲化を守っていかなくてはならないのだから。
フランツ一世の戴冠を秘かに援助したプロイセン王フ
リードリヒ二世は、この戴冠式の翌年に、オットー＝クリストフ・フォン・ポーデヴィルスという人物をウィーンの宮廷に送り込んでいる。どういう名目だったかは別にして要するに、ウィーンの宮廷の内情を探り それをベルリンに伝えるスパイの役目を果 す人物 いうこ である。
この宮廷スパイはその年の六月二十九日に、五歳のプリ
ンスの様子を報告している。それによるとこのプリンスは、 「勉強よりも軍事 興味があった」とい ことになっている。五歳のとき、その子の持って生まれたものが表れるというから、ヨーゼフはすで このときから、その才覚を示して たということにな 。
将来彼は、プロイセン王フリードリヒ二世にならって啓
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蒙専制君主ヨーゼフ二世になるのだから、 「栴檀は二葉より芳し」の言葉通りということだろう 。もっとも、そのフリードリヒ二世は、幼い頃は音楽や芸術を愛していて軍事大国になろうとしていたプロイセンの後継者にはふさわしくなかったことを考えると、五歳で人生 すべてが決まるほどこの人生は単純ではない うことだ。
翌一七四七年三月二十二日の報告によると、 「年齢の割









ているとき、貧しい兵士たちの姿を見かけると、彼 にお金をあげた いうことも伝えられている。なお、ハプスブルク家の夏の離宮として知られ シェーンブルン宮殿はマリア＝テレジアのときに現在の姿になったのだが、一部は市民も出入りでき ようになったから、貧し 兵士もここに姿を見せたということである。
ヨーゼフ二世は生まれたときからハプスブルク家の君主
になることが決まっていたが、本人もそれを強く意識しいた。何かと他人に命令したがり 人の話など聞く耳を持たな 。勉強にしても、無駄だ 思われることは学びたくない。よく言えば、生まれながらに啓蒙専制君主だったいうことかもしれ い。
ヨーゼフ二世の性急な改革は、結局のところ失敗だっ
た、ということは確かだろうが、最近の評価のなかに、間違ってはいなかったと うものもある。こ あ り こと
について、筆者が評価することはできないが、 「三つ子の魂百まで」とでも言ってごまかしておくことにしよう。
話を、ヨーゼフ二世の幼児教育に戻すことにしよう。幼
い頃はアーヤがあ がわれたが、 「男女七歳にして」は洋の東西を問わないらしくて、六歳半でアーヤではなく男性のアーヨに代わり、女性から遠ざけられることになった。アーヨの第一候補としては、ヨーハン・ヨーゼフ・ケーヴェンヒュラーがその任務を依頼されたが、それを断ったというから、ヨ ゼフ少年はそれほど難しかったというとだろう。
一七四七年十月に、アーヨをカール・バチャーニ将軍に

































り、アッシリアやペルシャ、それにギリシャ、そしてローマの歴史を学ぶ。プリンスはまた地理 興味を持ち、とくに測量術はしっかりと学んだ して 歴史と地理の勉強の行き着く先にはもちろん。ハプ ブルク帝国があり、ヨーゼフ自身は「オースト 帝国は、多くの異なる 部分的には離れた地域の、異なる言語と習慣と法律と宗教をもったいくつかの国民から成り立っている」と的確にまとめている。
ハプスブルク帝国におけるラテン語教育の 性は、ハ














































七五二年九月十四日に、宮廷図書館のマルティネスがイタリア語の先生に選ばれる。ラテン語の俗語と いえるイタリア語は、プリンスには難題ではなかったようだ。それに、オペラはイタリア語であるし 音楽家も基本はイタリ 人だったはずだ。
ヨーゼフ＝フランツ神父が、修辞学と哲学と物 学を担
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前からいってこの先生はイタリア系 人である。トスカナ大公国の大公は父親 フランツ一世が兼ねていたから、その視点からドイツの歴史を眺める必要もあった だろうか。
ともかく、次々といろいろな先生が呼ばれてプリンスの
指導に当たった。一七五三年十二月からプリンスは新しいカリキュラムで勉強することが決定され、エマニュエル・ド・ポアル侯爵がその担当となる。こちらは その名前からいうとフランス系だが、父親のフランツ一世 そもそもロートリンゲン公、フランス語で言えばロレーヌ公だら、フランス系にも通じていた あろう。教育にも国際性が表れている。
一七五四年の復活祭から新しいカリキュラムが始まる。
春から新年度というのもなかなか興味深 。新しいカリキュラムで教え れる科目は、形而上学、論理学 修辞学、自然法と民族法、市民法と教会法、ドイツ語と歴史、エチケットと宮廷行事、宗教ということで、三月十二日にこのカリキュラムが完成し 四月十四日の復活祭から始まった。
新カリでの試験は、早くもこの年の秋、十月八日の歴史









あったことは間違いないが、ヨーゼフもイザベラの魅力の虜にはなったようだ。ただ、このイザベラにはレスビアンの疑惑があるのだが、それはともかくとして、一七六二年三月二十日にテレジアという名前の娘 生まれているから、まあふつうに夫婦関係があっ と うことではあ 。
ともかく、男の子が生まれるまでは、たとえその疑惑が






と、最初は自由に育てられその天才性を発揮していたが、帝王学を徹底的にたたき込 れ、そのため宗教嫌いになってしまう。帝王学にはいわゆる勉強だけではなく、宮廷の儀式も含 れているの が、ヨーゼフはこれも嫌って 本当に帝王になったときには、新年 儀式 けに限定したという。理屈に合わず、金のかかることを嫌ったのであり、それは啓蒙専制君主といわれ 皇帝ヨーゼフ二世 政策の根幹をなすのである。
母親の宿敵であったプロイセン王フリードリヒ二世のま
ねをして、ヨーゼフ二世は軍服が好きだったから 肖像画にもその姿が描か ている。古代ギリシャやローマの歴史ではなく、最近の歴史を学ぶことが好きだった 、まさに自分こそがその歴史の「次」をつくっていく使命感に充
ちていたからであろう。
ハプスブルク帝国を近代国家にしていくための大胆な改
革が行われるのは、もう少し先のことになるが、一言でこの改 を評価す とするなら、ヨーゼフ二世は生まれてくるのが少し早すぎた、 いうことになろう。
